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五
本
稿
は
、
空
也
に
関
す
る
記
録
の
内
容
を
検
討
し
、
空
也
の
生
涯
に
つ
い
て
記
録
し
た
三
人
の
文
人
貴
族
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
空
也
に
関
す
る
考
察
は
こ
れ
ま
で
に
数
多
く
見
ら
れ
た
が
、
念
仏
の
祖
師
と
し
て
の
空
也
像
を
中
心
に
考
察
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、『
空
也
誄
』
に
念
仏
信
仰
の
影
響
が
低
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
価
値
を
低
く
見
る
と
い
っ
た
傾
向
す
ら
存
在
し
て
い
た
。
た
し
か
に
、
浄
土
教
と
い
う
枠
組
み
を
中
心
に
見
た
場
合
、『
空
也
誄
』
に
見
ら
れ
る
様
な
雑
多
な
信
仰
や
活
動
は
、
余
分
な
印
象
を
与
え
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
も
そ
も
空
也
の
本
分
が
浄
土
教
に
あ
っ
た
と
見
た
場
合
に
生
じ
る
感
覚
で
あ
る
。
空
也
の
行
動
の
機
軸
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
問
い
直
し
て
み
た
い
と
考
え
、
最
初
に
、
記
主
個
人
の
思
想
の
は
つ
か
み
に
く
い
史
料
で
は
あ
る
が
、
為
憲
・
保
胤
に
先
行
し
て
空
也
に
つ
い
て
記
録
に
残
し
た
三
善
道
統
の
願
文
を
対
象
に
、
当
時
の
京
都
の
社
会
の
状
況
と
そ
の
中
に
お
け
る
空
也
の
思
想
的
・
社
会
的
な
立
場
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
つ
い
で
、
源
為
憲
の
『
空
也
誄
』
か
ら
浄
土
教
以
外
の
空
也
の
行
業
を
調
べ
、
為
憲
が
社
会
的
弱
者
の
救
済
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
述
べ
、
慶
滋
保
胤
の
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
空
也
伝
と
の
比
較
か
ら
、
保
胤
が
誄
の
文
章
に
増
補
・
省
略
を
加
え
た
結
果
、
後
代
に
念
仏
の
祖
師
と
呼
ば
れ
る
空
也
像
が
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
十
二
世
紀
前
半
よ
り
前
の
記
録
で
は
、
空
也
は
念
仏
よ
り
は
『
空
也
誄
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
弱
者
救
済
や
知
識
結
縁
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
空
也
、
文
人
貴
族
、
弥
陀
念
仏
、
知
識
結
縁
会
中
　
村
　
一
　
晴
〔
抄
　
録
〕
文
人
貴
族
と
市
聖
空
也
七
六
文
人
貴
族
と
市
聖
空
也
　
（
中
村
　
一
晴
）
は
じ
め
に
六
波
羅
蜜
寺
に
現
存
す
る
鎌
倉
時
代
の
空
也
の
木
像
は
、
日
本
人
な
ら
教
科
書
や
資
料
集
な
ど
を
通
じ
て
一
度
は
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
筈
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
に
彼
が
平
安
時
代
の
民
衆
に
弥
陀
念
仏
を
広
め
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
説
明
も
受
け
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
な
お
崇
敬
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
著
名
人
で
あ
り
、
十
世
紀
の
日
本
で
民
衆
を
救
済
し
た
念
仏
の
布
教
者
と
し
て
、
仏
教
史
研
究
の
中
で
も
数
多
く
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。
近
年
の
も
の
と
し
て
は
、
浄
土
教
研
究
の
立
場
か
ら
、
勧
学
会
は
念
仏
結
社
で
あ
り
、
そ
の
結
衆
で
あ
っ
た
文
人
貴
族
に
よ
っ
て
浄
土
教
の
立
場
か
ら
空
也
に
関
す
る
記
録
が
残
さ
れ
た
と
い
う
小
原
仁
氏
、
従
来
の
貴
族
対
民
衆
や
権
力
と
の
妥
協
・
対
立
と
い
っ
た
二
極
構
造
を
否
定
し
て
、
空
也
の
行
動
が
天
台
宗
の
一
乗
成
仏
思
想
に
由
来
す
る
こ
と
を
『
大
般
若
経
』
供
養
会
を
中
心
に
確
か
め
ら
れ
た
東
館
紹
見
氏
、
先
行
研
究
を
集
成
さ
れ
、
諸
本
の
校
訂
を
行
わ
れ
た
上
で
考
察
を
深
め
ら
れ
た
石
井
義
長
氏
、『
空
也
誄
』
は
勧
学
会
の
会
所
と
さ
れ
た
西
光
寺
、
後
の
天
台
別
院
六
波
羅
蜜
寺
の
縁
起
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
創
作
を
含
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
は
、「
誄
」
に
見
え
な
か
っ
た
空
也
の
念
仏
布
教
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
上
で
、
文
人
貴
族
各
人
の
信
仰
に
目
を
向
け
る
必
要
性
を
唱
え
ら
れ
た
今
掘
太
逸
氏
の
論
考
が
あ
げ
ら
れ
る
（
１
）
。
し
か
し
、
日
本
仏
教
史
上
の
有
名
人
で
あ
り
、
今
な
お
崇
敬
の
対
象
と
成
っ
て
い
る
空
也
の
実
像
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
の
出
来
る
同
時
代
人
に
よ
る
史
料
は
、
三
点
し
か
現
存
し
て
い
な
い
。
三
善
道
統
が
応
和
三
年
（
九
六
三
）
八
月
二
十
二
日
の
『
大
般
若
経
』
供
養
に
際
し
て
制
作
し
た
願
文
、
源
為
憲
が
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
九
月
十
一
日
の
空
也
入
滅
後
に
制
作
し
た
『
空
也
誄
』、
慶
滋
保
胤
が
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
頃
に
完
成
さ
せ
た
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
所
収
の
空
也
伝
が
そ
れ
で
あ
る
（
２
）
。
従
来
の
研
究
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
三
点
の
史
料
が
事
実
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
上
で
空
也
の
実
像
を
探
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、『
空
也
誄
』
に
浄
土
教
の
要
素
が
希
薄
で
あ
る
な
ど
の
齟
齬
が
見
ら
れ
れ
ば
、
原
因
を
為
憲
の
浄
土
教
に
対
す
る
意
識
の
低
さ
に
求
め
る
な
ど
、
後
世
に
広
ま
っ
た
「
念
仏
の
祖
師
」
と
し
て
の
空
也
像
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
本
稿
は
、
三
人
の
文
人
貴
族
が
後
世
に
残
し
た
三
点
の
史
料
を
中
心
に
、
三
人
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
三
人
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
志
向
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
一
章
　
三
善
道
統
と
空
也
第
一
節
　
『
大
般
若
経
』
供
養
願
文
現
存
す
る
空
也
に
言
及
し
た
史
料
の
中
で
、
最
も
年
代
が
遡
る
の
は
、『
本
朝
文
粋
』
巻
十
三
所
収
の
「
為
空
也
上
人
供
養
金
字
大
般
若
経
願
文
」
で
あ
る
（
３
）
。
こ
れ
は
、
応
和
三
年
（
九
六
三
）
八
月
二
十
二
日
に
鴨
川
の
近
く
で
行
わ
れ
た
『
大
般
若
経
』
供
養
会
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
作
者
の
三
善
道
統
は
、
当
時
は
文
章
得
業
生
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
三
月
十
九
日
に
彼
の
邸
宅
で
行
わ
れ
た
詩
合
に
は
、
亭
主
の
ほ
か
に
藤
原
篤
茂
・
藤
原
行
葛
・
賀
茂
保
胤
・
藤
原
秀
孝
・
橘
正
通
・
藤
原
在
国
・
高
階
重
名
・
三
統
篤
信
・
高
岳
相
如
・
橘
倚
平
・
賀
茂
保
章
・
源
為
憲
・
高
岳
兼
弘
・
文
屋
如
正
と
い
っ
た
、
後
に
大
成
し
て
名
を
知
ら
れ
る
文
人
貴
族
た
ち
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
こ
の
内
、
賀
茂
保
胤
・
藤
原
在
国
・
橘
倚
平
・
賀
茂
保
章
・
源
為
憲
は
、
こ
の
翌
年
の
康
保
元
年
（
九
六
四
）
に
、
天
台
僧
二
十
名
と
文
章
生
二
十
名
で
詩
作
と
仏
法
の
場
と
し
て
知
ら
れ
る
勧
学
会
を
草
創
し
て
お
り
、
他
の
面
々
も
こ
の
時
参
加
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
は
、
道
統
が
当
時
の
若
手
文
人
貴
族
た
ち
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
願
文
の
内
容
を
要
約
し
て
記
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
最
初
に
、
仏
の
「
応
化
」
が
久
し
く
、
そ
の
結
果
「
大
千
世
界
」
が
慈
悲
の
雲
に
覆
わ
れ
、「
一
切
衆
生
」
が
智
恵
の
雨
に
潤
う
こ
と
と
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
全
て
が
変
化
し
て
い
く
世
界
に
あ
っ
て
、「
禽
獣
魚
虫
」
に
至
る
ま
で
「
流
転
之
父
母
」
に
あ
た
ら
な
い
も
の
は
な
い
か
ら
、
そ
の
「
四
恩
六
道
成
仏
得
果
」
の
た
め
、
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
九
月
か
ら
応
和
三
年
（
九
六
三
）
に
至
る
ま
で
の
十
四
年
の
間
、「
市
中
」
に
身
を
売
り
、「
群
縁
」
を
寄
せ
、「
半
銭
」
を
募
っ
て
、
次
第
に
力
を
合
わ
せ
、
僅
か
な
が
ら
功
を
成
す
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
老
齢
に
至
っ
て
「
紺
瑠
璃
之
紙
」
や
「
紫
磨
金
之
文
」
を
備
え
た
『
大
般
若
経
』
を
完
成
さ
せ
、「
長
安
洛
陽
、
貴
賤
上
下
」
が
共
に
仏
法
に
帰
依
し
、
供
養
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
王
舎
城
之
東
河
」
に
、「
仏
世
尊
之
月
殿
」
を
仮
設
し
、
六
百
人
の
僧
侶
を
集
め
、
伎
楽
を
設
け
、
龍
頭
鷁
首
の
船
を
浮
か
べ
た
。
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さ
ら
に
説
法
が
終
わ
り
、
夜
に
な
る
と
「
万
灯
会
」
を
設
け
、「
菩
薩
戒
」
を
修
め
、
専
ら
「
弥
陀
」
を
念
じ
、「
上
々
之
蓮
」
を
開
こ
う
と
欲
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
「
勝
業
」
を
ま
ず
は
「
神
祇
」
の
資
と
し
、
つ
い
で
「
聖
朝
」
を
祈
り
、
以
下
「
三
台
九
棘
百
辟
千
僚
、
華
夏
遠
近
、
緇
素
尊
卑
」
を
同
じ
く
「
仏
海
之
無
辺
」
に
浴
せ
し
め
、「
寿
木
之
不
老
」
を
得
さ
せ
、「
有
縁
無
縁
、
現
界
他
界
」
の
無
始
以
来
の
群
類
を
「
五
逆
四
重
之
」
・
「
三
悪
八
難
之
苦
」
か
ら
救
い
、「
荒
原
古
今
之
骨
、
東
岱
先
後
之
魂
」
を
も
薫
修
し
、
皆
共
に
「
妙
覚
」
を
証
せ
ん
と
宣
言
し
て
い
る
。
最
後
に
書
か
れ
た
の
は
、「
仏
子
空
也
敬
白
」
と
い
う
名
乗
り
で
あ
っ
た
。
第
二
節
　
応
和
の
宗
論
と
空
也
そ
れ
で
は
、
こ
の
願
文
に
見
ら
れ
る
空
也
の
思
想
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
原
仁
氏
は
、
三
善
道
統
が
賀
茂
保
胤
・
源
為
憲
以
下
勧
学
会
の
結
衆
と
の
接
触
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
空
也
の
関
す
る
記
録
を
残
し
た
の
は
彼
ら
文
人
貴
族
に
限
ら
れ
て
お
り
、
源
為
憲
の
『
空
也
誄
』
執
筆
の
動
機
は
個
人
的
な
も
の
で
は
な
く
、
勧
学
会
の
意
思
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
小
林
（
平
林
）
盛
得
氏
の
説
を
考
慮
さ
れ
た
上
で
、
勧
学
会
＝
念
仏
結
社
を
生
ん
だ
文
人
貴
族
の
浄
土
教
思
想
を
持
っ
て
い
た
三
善
道
統
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
４
）
。
そ
れ
で
は
、
筆
者
の
結
論
も
小
原
氏
と
同
じ
も
の
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
本
文
か
ら
気
付
か
さ
れ
る
の
は
、
全
体
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
で
あ
る
。
具
体
的
な
供
養
会
の
経
過
は
中
盤
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
挟
ん
だ
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
仏
法
の
恩
恵
に
よ
る
「
流
転
之
父
母
」
の
「
成
仏
得
果
」
と
、
七
七
七
八
文
人
貴
族
と
市
聖
空
也
　
（
中
村
　
一
晴
）
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
「
神
祇
」
以
下
「
聖
朝
・
三
台
九
棘
百
辟
千
僚
」
ら
の
妙
覚
を
得
る
こ
と
が
、
供
養
会
の
目
的
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。
万
灯
会
・
菩
薩
戒
・
弥
陀
念
仏
は
、
夜
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
と
記
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
願
文
自
体
は
「
供
養
金
字
大
般
若
経
」
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
比
重
は
講
説
の
行
わ
れ
た
供
養
会
に
置
か
れ
て
お
り
、
来
世
に
関
す
る
記
述
は
簡
略
な
も
の
で
あ
る
（
５
）
。
そ
れ
よ
り
も
思
想
的
に
目
立
っ
て
い
る
の
は
、
お
よ
そ
考
え
う
る
限
り
の
表
現
を
用
い
て
強
調
さ
れ
た
、「
一
切
衆
生
」
の
救
済
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
小
林
（
平
林
）
盛
得
氏
は
、
こ
の
供
養
会
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
の
間
、
い
わ
ゆ
る
「
応
和
の
宗
論
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
上
で
、
宗
論
で
評
価
を
高
め
た
良
源
と
は
対
照
的
に
、
名
利
を
嫌
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
千
観
・
増
賀
が
参
加
を
辞
退
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
そ
う
し
た
行
動
は
お
そ
ら
く
「
名
誉
や
権
勢
の
世
界
に
対
す
る
鋭
い
批
判
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
ん
な
折
に
行
わ
れ
た
空
也
の
『
大
般
若
経
』
供
養
会
は
、
中
下
級
貴
族
と
一
般
人
に
よ
っ
て
営
ま
れ
た
も
の
で
、
上
流
貴
族
た
ち
の
参
加
し
た
「
応
和
の
宗
論
」
と
は
別
世
界
の
も
の
で
あ
っ
た
と
説
か
れ
、
千
観
・
増
賀
の
供
養
会
へ
の
参
加
も
想
定
さ
れ
て
い
る
（
６
）
。
藤
本
佳
男
氏
も
小
林
氏
の
説
を
継
承
さ
れ
た
上
で
、「
応
和
の
宗
論
」
と
は
「
良
源
が
自
己
の
教
線
の
復
活
を
目
指
し
て
画
策
し
た
法
会
で
あ
っ
た
」
の
で
あ
り
、「
こ
の
よ
う
な
法
会
を
承
認
し
な
い
主
体
的
な
表
現
」
と
し
て
、
空
也
の
『
大
般
若
経
』
供
養
が
あ
っ
た
と
説
か
れ
た
（
７
）
。
し
か
し
、
両
者
の
間
に
は
本
当
に
「
名
利
」
に
よ
る
思
想
的
な
断
絶
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
近
に
な
っ
て
、
東
舘
紹
見
氏
か
ら
、
当
時
「
平
安
京
の
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
」
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
た
一
乗
思
想
と
い
う
思
想
が
、
良
源
と
空
也
に
は
共
通
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
説
が
出
さ
れ
て
い
る
（
８
）
。
そ
も
そ
も
、
応
和
の
宗
論
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
朝
・
夕
の
二
座
が
五
日
間
か
け
て
行
わ
れ
、
合
計
十
座
の
議
論
が
飛
び
交
っ
た
こ
の
宗
論
を
有
名
に
し
た
の
は
、
良
源
と
東
大
寺
の
法
蔵
、
つ
い
で
興
福
寺
の
仲
算
の
間
で
二
日
目
の
夕
座
以
降
に
行
わ
れ
た
天
台
宗
の
「
悉
有
仏
性
」
説
と
法
相
宗
の
「
五
性
格
別
」
説
の
い
ず
れ
が
妥
当
か
と
い
う
議
論
の
展
開
で
あ
っ
た
（
９
）
。
二
日
目
の
夕
座
か
ら
と
い
う
こ
と
は
、
供
養
会
が
終
了
し
、
六
百
人
と
称
さ
れ
る
僧
侶
と
多
数
の
俗
人
が
、
万
灯
会
・
菩
薩
戒
・
弥
陀
念
仏
に
入
っ
た
頃
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
す
で
に
紹
介
し
た
通
り
、
願
文
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
「
一
切
」
の
「
証
妙
覚
」
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
願
文
の
内
容
か
ら
し
て
も
、
こ
の
一
年
後
に
天
台
僧
と
文
人
貴
族
と
の
交
流
が
勧
学
会
を
生
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、『
空
也
誄
』
の
中
で
当
時
の
空
也
が
一
応
は
天
台
僧
と
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
し
て
も
、
こ
の
時
の
『
大
般
若
経
』
供
養
会
は
天
台
宗
の
思
想
に
基
づ
い
て
挙
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
寧
ろ
良
源
の
立
場
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
願
文
を
書
い
た
道
統
が
記
し
た
昼
間
の
「
説
法
」
に
も
、
相
応
の
智
徳
が
要
求
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
、
千
観
・
増
賀
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、『
空
也
誄
』
の
中
で
天
台
僧
時
代
の
空
也
と
「
二
世
之
契
」
を
交
わ
し
て
い
た
藤
原
師
氏
の
「
師
」
で
あ
っ
た
余
慶
も
宗
論
に
参
加
し
て
お
り
、
ま
た
『
勧
学
会
記
』
の
中
で
勧
学
会
草
創
時
に
参
加
し
て
い
た
勝
算
・
性
高
・
穆
算
は
余
慶
の
弟
子
な
い
し
は
灌
頂
を
通
じ
た
関
係
者
と
さ
れ
、
空
也
・
文
人
貴
族
共
に
宗
論
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
龍
頭
鷁
首
の
船
や
伎
楽
の
手
配
、「
内
給
所
」
よ
り
の
十
貫
文
の
支
給
も
市
で
半
銭
を
集
め
て
い
た
者
の
な
し
う
る
業
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
十
四
年
間
の
努
力
の
成
果
が
宗
論
に
合
わ
せ
て
結
実
し
た
と
い
う
話
も
出
来
過
ぎ
で
あ
る
が
、
準
備
期
間
も
必
要
で
あ
り
、
良
源
へ
の
あ
て
つ
け
に
十
四
年
分
の
成
果
が
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
に
く
い
。
悉
有
仏
性
か
五
性
格
別
か
で
論
争
が
行
わ
れ
て
い
る
さ
な
か
に
、
一
切
衆
生
を
対
象
と
し
た
『
大
般
若
経
』
供
養
会
が
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
天
台
宗
側
の
士
気
も
高
ま
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
（
10
）
。
寧
ろ
、
良
源
側
と
は
気
脈
を
通
じ
た
行
動
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
れ
以
後
、
京
都
で
は
天
台
宗
に
よ
る
結
縁
目
的
の
法
会
が
次
々
と
誕
生
し
て
い
る
（
11
）
。
吉
田
寺
の
舎
利
会
（
九
七
七
年
）、
雲
林
院
の
請
転
法
輪
講
（
九
八
七
年
初
見
）、
同
所
の
菩
提
講
（
十
一
世
紀
初
期
頃
）、
河
原
院
の
五
時
講
（
九
九
一
年
初
見
）、
行
願
寺
の
結
縁
八
講
（
一
〇
〇
五
年
初
見
）、
同
所
の
四
十
八
講
（
一
〇
〇
八
年
初
見
）、
同
所
・
同
時
期
の
釈
迦
講
・
普
賢
講
・
万
灯
会
・
四
部
講
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
舎
利
会
は
空
也
よ
り
も
時
期
は
下
る
が
、
良
源
が
母
を
始
め
と
す
る
女
人
た
ち
の
た
め
に
比
叡
山
の
外
で
行
え
る
様
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
良
源
が
一
乗
成
仏
を
説
く
『
法
華
経
』
を
中
心
と
し
た
天
台
宗
に
学
ん
で
宗
論
に
望
み
な
が
ら
、
そ
の
思
想
的
影
響
を
受
け
ず
に
利
を
追
求
し
て
い
た
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
道
統
参
加
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
勧
学
会
は
詩
作
を
伴
っ
て
お
り
、
通
常
の
法
会
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
た
様
で
あ
る
が
、『
勧
学
会
記
』
に
よ
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
第
三
五
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
れ
ば
、
初
回
は
『
法
華
経
』
の
講
説
と
竪
義
の
後
、
夜
に
な
っ
て
弥
陀
念
仏
・
経
一
巻
・
天
台
大
師
の
賛
が
あ
り
、
最
後
に
文
人
貴
族
の
党
の
「
或
る
ひ
と
」
が
感
動
の
あ
ま
り
仏
法
を
讃
え
る
詩
作
を
望
ん
で
そ
れ
が
実
現
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
当
初
の
予
定
で
は
昼
講
経
・
夜
念
仏
を
主
体
と
す
る
通
常
の
法
会
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
筈
の
も
の
で
あ
り
、
右
の
知
識
結
縁
会
の
早
い
段
階
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
詩
作
が
後
か
ら
加
わ
っ
た
要
素
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
そ
の
草
創
期
に
お
い
て
は
、
勧
学
会
を
文
学
サ
ロ
ン
と
す
る
説
は
成
り
立
た
な
い
で
あ
ろ
う
（
12
）
。
結
縁
の
場
に
お
け
る
弥
陀
念
仏
信
仰
も
、
当
時
の
文
人
貴
族
に
限
っ
て
見
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
勧
学
会
に
見
ら
れ
る
文
人
貴
族
の
信
仰
の
特
色
は
、
仏
法
讃
嘆
の
行
為
と
し
て
の
詩
作
の
称
揚
に
こ
そ
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
賀
茂
保
胤
改
め
慶
滋
保
胤
は
、
後
に
六
波
羅
蜜
寺
に
お
い
て
毎
年
三
月
に
行
わ
れ
て
い
た
結
縁
供
花
会
に
参
加
し
、
勧
学
会
・
極
楽
会
に
続
い
て
詩
作
を
持
ち
込
ん
で
詩
序
を
書
い
て
い
る
か
ら
、
あ
る
い
は
保
胤
が
詩
作
導
入
の
提
案
者
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
13
）
。
こ
の
時
は
四
日
間
に
貴
賤
上
下
が
結
縁
の
た
め
に
参
集
し
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
名
前
の
通
り
人
々
が
花
を
持
ち
寄
り
、
昼
は
名
徳
に
よ
る
講
説
を
聞
き
、
夜
は
「
南
無
仏
」
と
唱
え
て
結
縁
す
る
法
会
で
あ
っ
た
（
14
）
。
道
統
の
願
文
は
、
天
台
宗
の
思
想
的
影
響
を
受
け
て
お
り
、
し
か
も
「
上
人
」
と
し
て
市
井
に
交
わ
っ
た
末
に
、
知
識
結
縁
会
の
先
駆
け
と
な
る
『
大
般
若
経
』
供
養
会
を
行
っ
た
空
也
を
描
写
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
（
15
）
。
な
お
、
一
乗
成
仏
を
願
っ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
願
文
の
末
尾
の
神
七
九
八
〇
文
人
貴
族
と
市
聖
空
也
　
（
中
村
　
一
晴
）
祇
・
聖
朝
以
下
の
順
序
は
、
現
世
の
身
分
秩
序
に
則
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
慶
滋
保
胤
の
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
が
、
貴
賤
を
選
ば
ず
に
往
生
人
を
選
出
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
記
載
順
が
現
世
の
身
分
秩
序
に
則
っ
て
い
た
の
と
共
通
し
て
お
り
、
当
時
の
文
人
貴
族
の
官
人
と
し
て
の
意
識
を
反
映
し
て
い
る
。
第
二
章
　
源
為
憲
と
空
也
第
一
節
　
『
空
也
誄
』
源
為
憲
が
制
作
し
た
『
空
也
誄
』
は
、
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
九
月
十
一
日
、
空
也
が
東
山
西
光
寺
に
お
い
て
没
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
述
べ
た
長
文
の
序
と
誄
本
文
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
16
）
。
長
過
ぎ
、
か
つ
詳
細
過
ぎ
る
本
文
は
、
当
時
の
文
人
貴
族
か
ら
見
て
、
形
式
の
面
で
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
ら
し
く
、
為
憲
よ
り
も
年
少
で
、
後
に
勧
学
会
に
参
加
し
た
大
江
以
言
も
、
為
憲
の
才
を
認
め
る
一
方
で
、「
甚
見
苦
物
也
。
非
誄
是
已
伝
也
」
と
い
う
評
価
を
下
し
て
い
る
（
17
）
。
為
憲
の
師
で
あ
っ
た
源
順
も
、
菅
原
文
時
か
ら
、
順
の
「
河
原
院
賦
」
は
文
体
は
良
い
が
、
中
間
よ
り
後
は
「
賦
」
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
師
匠
譲
り
の
形
式
破
壊
を
発
揮
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
長
文
か
ら
は
、
空
也
の
事
跡
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
す
る
為
憲
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
生
涯
を
語
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
父
母
・
郷
土
が
不
明
で
あ
り
、
皇
派
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
話
も
あ
っ
た
こ
と
、
身
に
「
虱
」
が
な
く
、
懐
中
に
入
れ
て
も
た
だ
ち
に
去
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
虱
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
在
野
の
上
人
と
し
て
の
立
場
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
18
）
。
誄
を
参
照
し
た
三
善
為
康
の
『
六
波
羅
蜜
寺
縁
起
』
は
「
無
虱
」
と
記
し
て
お
り
、『
朝
野
群
載
』
所
収
の
「
書
写
山
上
人
伝
」
も
、
山
岳
修
行
中
を
描
写
し
て
「
無
虱
」
と
記
し
て
い
る
。
『
世
俗
諺
文
』
所
収
の
「
虱
催
袴
焼
」
は
、
比
丘
が
虱
ゆ
え
に
衣
を
焼
い
た
故
事
を
記
し
、『
法
華
験
記
』
は
、「
叡
山
西
塔
宝
幢
院
陽
勝
仙
人
」
が
布
施
を
好
み
、
貧
窮
の
人
に
物
を
施
す
ば
か
り
で
は
な
く
、「
虱
蚊
虻
」
に
身
を
食
わ
せ
て
い
た
と
特
筆
し
て
い
る
か
ら
、
通
常
は
僧
侶
も
忌
避
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
無
虱
」
と
は
、
在
野
に
あ
り
、
な
お
か
つ
不
殺
生
の
人
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
空
也
の
人
物
像
を
把
握
し
な
が
ら
、「
識
者
」
の
言
と
し
て
空
也
を
「
皇
派
」
の
出
身
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
当
時
は
貧
困
に
陥
っ
た
人
々
を
救
済
す
る
の
に
し
ば
し
ば
「
賑
給
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
背
景
に
は
為
政
者
の
徳
を
示
す
と
い
う
儒
教
の
理
念
が
存
在
し
て
い
た
。
為
憲
は
勿
論
の
こ
と
、
識
者
と
い
う
の
も
お
そ
ら
く
は
朝
廷
に
仕
え
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
天
皇
の
不
徳
に
応
じ
て
災
害
が
発
生
し
、
そ
れ
を
回
復
す
る
徳
を
示
す
た
め
に
賑
給
が
行
わ
れ
て
い
た
当
時
の
社
会
を
救
済
す
る
の
は
、
や
は
り
天
皇
の
血
を
引
く
も
の
が
相
応
し
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
お
そ
ら
く
は
、
国
司
の
家
に
生
ま
れ
て
身
に
つ
い
た
汚
穢
・
土
俗
の
世
界
へ
の
関
心
と
、
朝
廷
に
仕
え
る
も
の
と
し
て
の
意
識
が
並
存
し
た
結
果
、
空
也
の
経
歴
に
両
者
の
性
格
を
加
え
て
語
り
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
し
て
も
、『
空
也
誄
』
に
は
汚
穢
を
連
想
さ
せ
る
記
述
が
目
立
つ
。
筆
者
は
、
こ
の
汚
穢
と
後
世
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
念
仏
上
人
と
し
て
の
記
述
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
前
に
、
誄
の
全
体
像
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
と
、
優
婆
塞
・
沙
弥
廻
国
・
沙
弥
在
京
・
天
台
僧
と
い
う
四
時
代
に
大
別
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
第
一
に
、
各
地
の
名
山
霊
窟
を
廻
っ
て
霊
験
を
身
に
つ
け
、
前
代
の
行
基
を
連
想
さ
せ
る
道
路
修
築
・
水
脈
の
発
見
と
い
っ
た
公
共
工
事
の
ほ
か
、
死
霊
鎮
送
の
た
め
に
弥
陀
念
仏
を
唱
え
て
い
た
優
婆
塞
の
時
代
。
第
二
に
、
播
磨
で
夢
に
出
現
し
た
「
金
人
」
と
「
智
徳
之
輩
」
の
教
え
を
受
け
て
一
切
経
論
に
関
す
る
知
識
を
、
阿
波
・
土
佐
の
間
に
浮
か
ぶ
湯
島
で
生
身
の
観
音
と
の
縁
を
得
て
、
陸
奥
・
出
羽
と
い
う
「
蛮
地
」
に
経
論
・
仏
像
を
携
え
て
赴
い
た
沙
弥
廻
国
の
時
代
。
知
識
と
霊
験
と
い
う
仏
教
の
二
つ
の
要
素
を
携
え
て
い
く
と
い
う
構
造
は
う
ま
く
出
来
て
い
る
が
、「
智
徳
之
輩
」
に
聞
い
た
と
い
う
か
ら
に
は
、
空
也
自
身
は
智
徳
の
僧
侶
と
は
距
離
を
置
い
て
描
写
さ
れ
て
い
よ
う
。
「
金
人
」
に
聞
い
た
と
い
う
の
も
、
お
そ
ら
く
は
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
巻
下
、
推
古
天
皇
の
十
六
年
九
月
十
五
日
条
に
あ
る
、
夢
殿
の
話
に
由
来
す
る
。
第
三
に
、
貧
者
・
囚
人
・
病
者
と
い
う
社
会
的
弱
者
を
救
済
し
、
念
仏
を
唱
え
て
い
た
沙
弥
在
京
の
時
代
。
第
四
に
、
受
戒
し
て
天
台
僧
と
な
る
直
前
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
、
像
仏
・
写
経
に
よ
る
知
識
結
縁
の
中
心
的
人
物
と
し
て
活
躍
し
、
大
食
漢
の
「
乞
食
比
丘
」
に
化
け
た
文
殊
菩
薩
の
出
現
を
得
る
な
ど
し
た
末
に
、
七
十
歳
で
「
念
弥
陀
仏
、
一
生
不
退
」
に
い
た
善
友
の
老
尼
の
予
言
通
り
に
西
を
向
き
、
香
炉
を
捧
げ
て
入
滅
し
て
い
た
が
、
音
楽
と
異
香
を
「
郷
里
長
幼
」
が
目
撃
し
た
と
い
う
天
台
僧
の
時
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
第
三
五
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
代
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
地
方
で
共
同
体
の
利
益
に
関
わ
る
道
路
の
修
築
・
水
脈
の
探
知
・
死
霊
の
鎮
送
に
よ
っ
て
生
活
の
不
安
を
除
去
し
て
い
た
優
婆
塞
や
、
本
来
で
あ
れ
ば
持
ち
よ
う
の
な
い
智
徳
と
菩
薩
と
の
縁
と
い
う
両
者
を
身
に
つ
け
た
上
で
赴
い
た
布
教
者
と
し
て
の
沙
弥
や
、
当
時
の
都
に
あ
ふ
れ
て
い
た
社
会
的
弱
者
を
、
一
対
一
の
実
践
的
活
動
の
中
で
救
済
す
る
存
在
と
し
て
の
沙
弥
や
、
一
対
一
の
方
式
か
ら
離
れ
、
数
多
く
の
「
貴
賤
」
を
知
識
と
し
て
結
縁
す
る
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
て
天
台
僧
光
勝
と
な
り
、
そ
の
後
も
空
也
の
名
を
改
め
ず
に
同
様
の
行
動
を
と
っ
た
天
台
僧
と
し
て
の
姿
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
空
也
は
誄
の
通
り
な
ら
、
そ
の
一
生
の
内
に
一
人
で
四
役
を
こ
な
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
相
次
い
で
方
針
を
転
換
し
た
と
見
る
よ
り
は
、
為
憲
の
創
作
が
あ
っ
た
と
見
た
方
が
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
約
半
世
紀
後
の
『
新
猿
楽
記
』
の
よ
う
な
類
型
の
列
挙
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。為
憲
は
誄
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、
空
也
の
弟
子
を
尋
ね
、
ま
た
法
会
の
願
文
や
知
識
文
数
十
枚
を
得
て
完
成
さ
せ
た
と
自
ら
記
し
て
い
る
が
、
文
章
化
さ
れ
て
い
た
の
は
、
造
仏
・
写
経
に
よ
る
大
規
模
な
結
縁
が
見
ら
れ
始
め
て
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
以
前
の
行
動
は
、
春
秋
二
十
有
余
の
時
に
尾
張
国
国
分
寺
で
沙
弥
と
な
っ
た
こ
と
、
天
慶
元
年
（
九
三
八
）
以
降
は
京
で
活
躍
し
た
と
い
う
こ
と
し
か
年
代
が
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
年
代
の
記
述
が
具
体
的
な
も
の
と
な
る
の
は
、
天
慶
七
年
（
九
四
四
）
夏
に
観
音
卅
三
身
・
阿
弥
陀
浄
土
変
・
補
陀
落
山
浄
土
の
図
を
供
養
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
後
の
事
跡
で
は
月
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
八
一
八
二
文
人
貴
族
と
市
聖
空
也
　
（
中
村
　
一
晴
）
い
る
。
小
原
仁
氏
は
、
為
憲
が
後
に
『
三
宝
絵
』
法
宝
部
の
中
で
、
高
僧
伝
を
引
用
し
よ
う
と
せ
ず
、『
日
本
霊
異
記
』
な
ど
の
中
か
ら
、
民
間
の
修
行
者
や
俗
人
の
話
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
ら
れ
、「
彼
は
官
寺
の
僧
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
『
日
本
霊
異
記
』
の
中
に
躍
動
す
る
土
着
的
・
民
俗
的
世
界
に
お
い
て
こ
そ
、
日
本
仏
教
史
の
展
開
が
あ
る
と
見
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
19
）
。
「
天
慶
元
年
」
以
降
、『
大
般
若
経
』
供
養
会
に
向
け
て
知
識
を
募
っ
て
い
た
こ
と
は
願
文
に
も
見
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
を
創
作
と
見
る
理
由
は
今
の
と
こ
ろ
存
在
し
て
い
な
い
が
、
空
也
の
事
跡
が
信
頼
出
来
る
の
は
、
こ
の
『
大
般
若
経
』
供
養
会
の
前
後
か
ら
で
あ
ろ
う
。
貴
賤
を
結
縁
で
結
び
つ
け
、
空
也
と
い
う
旧
名
を
改
め
な
か
っ
た
人
物
に
対
し
、
土
俗
的
な
仏
教
信
仰
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
為
憲
は
、
よ
り
理
想
的
な
生
涯
を
付
加
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
二
節
　
為
憲
と
衆
生
救
済
誄
の
空
也
の
生
涯
に
終
始
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
の
は
、「
虱
」
に
始
ま
る
汚
穢
さ
で
あ
る
。
社
会
的
弱
者
に
身
を
や
つ
し
て
出
現
す
る
と
さ
れ
る
文
殊
菩
薩
が
「
乞
食
比
丘
」
に
扮
し
て
い
た
と
い
う
話
は
、
経
典
の
内
容
に
照
ら
し
て
お
か
し
な
も
の
で
は
な
い
が
、
五
台
山
の
伝
承
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
食
す
る
姿
に
目
を
向
け
た
例
は
珍
し
く
、
そ
れ
も
僧
と
し
て
描
写
し
た
こ
と
は
他
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
逆
に
道
統
の
願
文
に
あ
っ
た
「
六
百
高
僧
」
か
ら
は
、「
乞
食
比
丘
」
の
姿
を
導
き
出
す
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
（
20
）
。
為
憲
の
考
え
て
い
た
超
自
然
的
存
在
に
は
、
卑
俗
と
も
言
え
る
生
々
し
さ
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
露
骨
な
の
が
、
空
也
が
最
後
に
個
別
救
済
を
行
っ
た
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
神
泉
苑
の
老
狐
が
化
け
て
い
た
病
女
の
話
で
あ
る
（
21
）
。
神
泉
苑
の
北
門
の
外
に
、
容
色
衰
え
た
病
女
が
い
た
の
で
、
空
也
が
哀
れ
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
「
葷
腥
」
を
買
い
求
め
て
与
え
、
更
に
回
復
し
て
空
也
と
の
「
交
接
」
を
も
求
め
て
き
た
の
で
、
こ
れ
に
応
じ
よ
う
と
す
る
気
色
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
感
歎
し
て
「
吾
是
神
泉
苑
老
狐
。
上
人
者
真
聖
人
」
と
言
い
、
消
え
た
と
い
う
。
「
葷
腥
」
の
購
入
と
い
い
、
未
遂
に
終
わ
っ
た
「
交
接
」
と
い
い
、
通
常
で
あ
れ
ば
、
仏
教
徒
に
と
っ
て
は
汚
点
に
な
る
行
動
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
「
真
聖
人
」
の
証
と
さ
れ
て
い
る
。
為
憲
は
、
後
に
『
三
宝
絵
』
に
説
話
を
収
録
す
る
際
、
病
床
に
あ
っ
た
僧
侶
が
魚
肉
を
口
に
す
る
行
為
は
仏
が
「
病
僧
ニ
ハ
ユ
ル
シ
給
ナ
リ
」
と
、
条
件
付
き
で
容
認
す
る
発
言
を
、
原
典
に
付
加
し
て
引
用
し
て
い
る
（
22
）
。
病
床
で
肉
や
五
辛
を
口
に
す
る
こ
と
を
許
す
例
は
、『
法
苑
珠
林
』
九
三
・
食
肉
部
、『
四
分
律
行
事
鈔
』、『
弥
勒
菩
薩
所
問
本
願
経
』
な
ど
に
見
え
て
い
る
ほ
か
、
僧
尼
令
に
も
見
ら
れ
る
が
、
わ
ざ
わ
ざ
沙
弥
の
行
動
と
し
て
記
し
た
上
で
、
し
か
も
そ
れ
を
「
真
聖
人
」
の
行
動
と
し
た
の
は
何
故
で
あ
っ
た
の
か
。
高
僧
伝
よ
り
も
土
俗
性
の
強
い
説
話
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
為
憲
に
は
、
教
説
以
上
に
相
手
の
救
済
を
行
う
為
の
実
践
的
行
動
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
（
23
）
。
容
貌
・
年
齢
を
問
わ
ず
、
相
手
の
要
望
に
応
じ
て
「
交
接
」
す
る
こ
と
へ
の
賞
賛
は
、
為
憲
が
文
学
的
価
値
を
認
め
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
『
伊
勢
物
語
』
に
見
え
て
お
り
、
そ
こ
で
は
主
人
公
が
老
女
と
交
接
を
遂
げ
た
こ
と
が
、「
こ
の
人
は
、
思
ふ
を
も
、
思
は
ぬ
を
も
、
け
ぢ
め
見
せ
ぬ
心
な
む
あ
り
け
る
」
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
人
物
を
「
真
聖
人
」
と
す
る
こ
と
は
、
為
憲
の
意
識
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
24
）
。
空
也
と
言
え
ば
、
現
在
は
弥
陀
念
仏
（
以
下
単
に
念
仏
と
す
る
）
を
広
め
た
「
祖
師
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、『
空
也
誄
』
の
中
で
は
、
阿
弥
陀
信
仰
は
一
角
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
あ
ま
り
強
調
さ
れ
て
い
な
い
。
第
一
に
、
沙
弥
廻
国
時
代
に
見
ら
れ
た
死
霊
鎮
送
の
た
め
の
念
仏
の
話
。
第
二
に
、
常
に
念
仏
を
唱
え
て
い
て
「
阿
弥
陀
聖
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
頃
に
掘
っ
た
井
戸
が
「
阿
弥
陀
井
」
の
名
で
京
の
各
所
に
現
存
す
る
と
い
う
話
。
第
三
に
、「
始
祝
本
尊
阿
弥
陀
如
来
、
欲
見
当
来
所
生
之
土
」
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
夜
の
夢
で
経
説
と
同
じ
「
極
楽
界
」
に
至
り
、
目
覚
め
た
後
「
極
楽
は
は
る
け
き
ほ
ど
と
聞
き
し
か
ど
つ
と
め
て
到
る
所
な
り
け
り
」
と
い
う
歌
を
詠
み
、
聞
く
者
に
称
嘆
さ
れ
た
と
い
う
話
で
あ
り
、
入
滅
後
に
西
方
を
向
い
て
い
た
こ
と
と
音
楽
・
異
香
が
あ
っ
た
こ
と
と
併
せ
て
、
一
応
は
極
楽
往
生
を
遂
げ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
全
て
で
あ
る
。
第
一
の
例
に
見
ら
れ
た
弥
陀
念
仏
は
、
死
霊
鎮
送
を
目
的
と
し
て
お
り
、
極
楽
往
生
を
求
め
て
の
念
仏
と
は
異
な
る
、
土
俗
性
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
（
25
）
。こ
う
し
た
性
格
ゆ
え
に
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
弥
陀
念
仏
は
忌
み
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
一
般
に
、
空
也
は
こ
う
し
た
状
況
を
打
破
し
、
人
々
に
念
仏
を
広
め
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
通
り
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
第
三
五
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
『
空
也
誄
』
で
は
、
空
也
は
自
ら
念
仏
を
唱
え
続
け
て
い
た
の
を
人
々
が
奇
異
に
思
っ
て
「
阿
弥
陀
聖
」
と
あ
だ
名
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
、
俗
人
へ
の
布
教
も
結
縁
も
描
写
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
弥
陀
念
仏
自
体
を
人
々
に
広
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
ど
こ
に
も
出
て
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
『
空
也
誄
』
は
、
阿
弥
陀
信
仰
の
み
な
ら
ず
文
殊
信
仰
や
地
蔵
信
仰
を
反
映
し
て
い
る
（
26
）
。
こ
こ
で
の
念
仏
は
、
死
霊
の
脅
威
か
ら
人
々
を
救
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
空
也
自
身
が
往
生
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
空
也
に
よ
る
念
仏
の
布
教
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
た
（
27
）
。
第
三
章
　
慶
滋
保
胤
と
空
也
第
一
節
　
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
と
空
也
念
仏
の
祖
師
と
し
て
の
空
也
像
を
後
世
に
印
象
付
け
る
に
至
っ
た
の
は
、
慶
滋
保
胤
の
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
所
収
の
空
也
伝
で
あ
っ
た
（
28
）
。
保
胤
は
伝
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
『
空
也
誄
』
を
参
考
に
し
た
ら
し
い
こ
と
は
、
記
述
の
多
く
が
重
複
す
る
こ
と
か
ら
推
定
出
来
る
が
、
相
違
点
も
多
い
。
ま
ず
、
身
に
「
虱
」
が
無
か
っ
た
と
い
う
話
を
除
い
て
い
る
。
次
に
、
天
慶
年
間
以
降
と
さ
れ
て
い
た
念
仏
と
市
聖
・
阿
弥
陀
聖
の
話
を
記
し
、
次
い
で
道
路
の
修
築
・
架
橋
・
阿
弥
陀
井
の
話
を
並
べ
て
記
し
て
い
る
せ
い
で
、
空
也
が
最
初
か
ら
念
仏
を
唱
え
て
京
都
で
活
躍
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
播
磨
国
峯
合
寺
で
の
一
切
経
披
閲
の
話
と
湯
島
で
の
観
音
目
撃
の
話
八
三
八
四
文
人
貴
族
と
市
聖
空
也
　
（
中
村
　
一
晴
）
を
記
し
て
い
る
が
、
陸
奥
・
出
羽
へ
の
布
教
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
経
典
の
知
識
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
学
の
面
を
、
菩
薩
と
の
縁
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
霊
験
の
面
を
固
め
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
得
た
能
力
が
仏
教
と
の
縁
が
遠
か
っ
た
「
蛮
地
」
の
人
々
の
た
め
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。
五
畿
七
道
・
霊
山
名
窟
を
廻
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
な
い
せ
い
で
、
峯
合
寺
と
湯
島
の
話
も
、
京
都
か
ら
一
次
的
に
出
張
し
た
際
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
囚
人
や
病
女
と
い
っ
た
社
会
的
弱
者
の
救
済
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
然
「
真
聖
人
」
像
へ
の
関
心
や
共
感
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
空
也
が
尾
張
国
分
寺
で
沙
弥
と
な
っ
た
こ
と
や
、
延
暦
寺
で
天
台
僧
と
な
っ
た
下
り
を
記
さ
ず
、
造
仏
・
写
経
の
記
事
や
藤
原
師
氏
・
余
慶
と
の
接
触
も
削
除
し
て
い
る
。
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
が
往
生
伝
で
あ
る
以
上
、
記
す
べ
き
こ
と
に
取
捨
選
択
を
加
え
た
と
言
え
な
く
も
な
い
が
、
順
序
の
入
れ
替
え
な
ど
、
恣
意
的
な
面
を
感
じ
さ
せ
る
点
も
あ
る
。
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
は
、
往
生
人
の
出
家
者
を
記
す
に
あ
た
っ
て
、
寺
院
名
に
続
い
て
個
人
名
を
記
す
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
空
也
の
場
合
は
単
に
「
沙
門
空
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
西
光
寺
空
也
」
と
い
っ
た
表
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
天
台
別
院
六
波
羅
蜜
寺
と
な
る
以
前
の
、
正
式
な
寺
院
で
は
な
か
っ
た
た
め
の
処
置
と
も
と
れ
る
が
、「
寺
院
」
に
関
す
る
記
事
が
、
峯
合
寺
以
外
は
全
て
削
除
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
『
空
也
誄
』
に
登
場
す
る
峯
合
寺
以
外
の
寺
院
は
、
沙
弥
と
な
っ
た
尾
張
国
分
寺
、
受
戒
し
た
延
暦
寺
、
金
色
一
丈
観
音
像
・
六
尺
梵
王
・
帝
釈
・
四
天
王
像
各
一
体
が
現
存
す
る
と
さ
れ
、
ま
た
北
門
で
空
也
が
蛇
と
蛙
を
教
化
し
た
と
さ
れ
て
い
た
西
光
寺
、『
大
般
若
経
』
が
現
存
す
る
と
さ
れ
て
い
た
勝
水
寺
、
水
晶
の
軸
を
得
ら
れ
る
様
に
観
音
に
祈
願
し
た
長
谷
寺
、
水
晶
の
軸
を
得
た
勝
部
寺
、「
乞
食
比
丘
」
を
目
撃
し
た
浄
蔵
が
い
た
と
い
う
八
坂
寺
で
あ
る
。
保
胤
が
執
拗
な
ま
で
に
空
也
の
伝
か
ら
寺
院
を
排
除
し
た
理
由
は
、「
聖
」
と
し
て
の
空
也
の
存
在
を
強
調
し
、
生
身
の
人
間
と
し
て
辿
っ
た
沙
弥
・
天
台
僧
の
道
を
抹
消
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
小
原
仁
氏
に
よ
れ
ば
、
往
生
伝
を
制
作
し
た
保
胤
や
大
江
匡
房
は
、
聖
た
ち
の
理
解
不
能
な
行
動
に
関
心
を
持
っ
て
記
し
た
の
で
あ
っ
て
、「
信
仰
の
次
元
で
は
全
く
共
鳴
も
共
感
も
」
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
（
29
）
。
し
か
し
、
理
解
出
来
な
い
か
ら
こ
そ
、
神
仙
な
ど
へ
の
神
格
化
が
可
能
と
な
り
う
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
空
也
の
生
活
に
直
接
関
わ
る
沙
弥
か
ら
天
台
僧
へ
の
成
長
の
記
録
や
、
天
台
僧
と
な
る
前
後
の
知
識
と
の
結
縁
の
記
録
や
、
そ
の
痕
跡
の
行
方
は
記
さ
な
い
方
が
、
都
合
が
よ
く
な
る
。
多
く
の
寺
院
に
関
す
る
事
項
が
削
除
さ
れ
た
理
由
は
、
そ
の
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
だ
け
を
読
ん
で
空
也
の
業
績
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
末
尾
の
評
価
と
相
俟
っ
て
、
神
出
鬼
没
の
念
仏
の
布
教
者
と
い
う
印
象
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
阿
弥
陀
如
来
を
祝
っ
て
夢
に
極
楽
界
に
至
り
、「
極
楽
は
」
の
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
話
を
削
除
し
た
こ
と
に
は
、
念
仏
の
み
で
極
楽
往
生
が
可
能
だ
と
述
べ
た
い
心
境
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
も
ま
た
、
空
也
神
格
化
の
一
環
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
空
也
誄
』
は
、
空
也
は
最
後
に
「
被
浄
土
迎
」
て
お
り
、
前
世
は
勝
部
寺
の
住
僧
で
、
極
楽
界
の
夢
を
見
て
遠
い
と
思
わ
れ
て
い
た
極
楽
の
近
さ
を
悟
っ
た
人
物
と
し
て
い
る
が
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
は
、
最
後
に
「
化
縁
」
が
尽
き
た
の
で
極
楽
に
帰
り
去
っ
た
の
だ
と
し
て
、
元
々
人
間
で
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
勝
部
寺
の
記
事
な
ど
は
消
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
身
分
や
地
域
の
序
列
に
従
っ
て
編
成
さ
れ
た
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
掲
載
順
序
は
、
空
也
を
延
暦
寺
の
座
主
延
昌
と
、
同
じ
く
延
暦
寺
の
阿
闍
梨
伝
燈
大
法
師
位
千
観
の
間
に
配
置
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
実
際
に
は
天
台
僧
と
し
て
の
履
歴
が
意
識
さ
れ
て
い
た
（
30
）
。
あ
え
て
年
月
日
を
記
さ
な
か
っ
た
の
も
、
神
格
化
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
藤
原
師
氏
と
の
関
係
を
削
除
し
た
の
は
、
空
也
と
彼
が
来
世
を
契
る
と
い
う
点
で
同
格
で
あ
り
、
余
慶
が
師
氏
の
師
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
は
空
也
が
下
に
置
か
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
空
也
の
死
を
予
告
し
た
尼
と
の
関
係
も
、『
空
也
誄
』
が
両
者
は
「
善
友
」
で
あ
っ
た
と
し
、
尼
の
台
詞
の
中
で
は
「
師
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
は
、
空
也
と
の
関
係
を
「
善
友
」
か
ら
改
変
し
て
「
師
」
と
し
て
お
り
、
空
也
の
上
位
者
・
対
等
者
の
存
在
を
消
し
て
い
る
。
保
胤
は
、
聖
の
思
想
に
共
感
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
聖
の
社
会
的
影
響
力
と
そ
の
源
泉
で
あ
る
理
解
し
が
た
い
力
は
認
め
て
い
た
。
保
胤
が
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
執
筆
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
制
作
し
た
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
で
制
作
し
た
詩
序
の
中
で
は
、
六
波
羅
蜜
寺
は
「
空
也
聖
者
」
が
権
輿
し
、「
中
信
上
人
」
が
潤
色
し
た
と
さ
れ
、
両
人
は
「
如
来
使
」
と
し
て
娑
婆
世
界
に
来
た
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
空
也
と
寺
院
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、「
権
輿
」
と
い
う
の
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
第
三
五
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
が
具
体
的
に
ど
う
い
う
業
績
を
述
べ
よ
う
と
し
た
も
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
第
二
節
　
保
胤
と
知
識
結
縁
会
そ
れ
で
は
、
保
胤
が
そ
こ
ま
で
し
て
空
也
を
神
格
化
可
能
な
「
聖
」
と
し
て
記
す
こ
と
に
固
執
し
た
理
由
と
は
、
何
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
直
前
に
あ
る
鍛
冶
工
の
話
と
共
に
、『
空
也
誄
』
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
末
尾
の
主
観
的
な
一
文
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
嗚
呼
上
人
化
縁
已
尽
。
帰
去
極
楽
。
天
慶
以
往
。
道
場
聚
落
修
念
仏
三
昧
希
有
也
。
何
況
小
人
愚
女
多
忌
之
。
上
人
来
後
。
自
唱
令
他
唱
之
。
爾
後
挙
世
念
仏
為
事
。
誠
是
上
人
化
度
衆
生
之
力
也
。
こ
こ
で
は
、
当
時
死
霊
鎮
送
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
た
念
仏
が
多
く
の
人
々
か
ら
忌
み
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
空
也
が
天
慶
年
間
以
降
に
布
教
し
た
結
果
、
そ
れ
が
打
破
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
忌
み
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
は
言
忌
み
の
こ
と
で
あ
り
、
現
世
否
定
に
対
す
る
思
想
的
な
反
発
と
い
う
よ
り
は
、
単
に
慣
習
上
不
吉
な
も
の
と
し
て
日
常
生
活
か
ら
排
除
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
念
仏
の
忌
避
は
、
院
政
期
に
も
見
ら
れ
た
（
31
）
。
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
記
主
は
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
に
堀
河
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
際
、
臨
終
の
念
仏
を
聞
い
て
い
て
、「
た
だ
に
お
は
し
ま
す
を
り
に
、
か
や
う
の
こ
と
は
、
局
々
の
下
人
ま
で
、
い
ま
い
ま
し
き
こ
と
に
こ
そ
い
ふ
を
」
今
天
皇
の
御
口
か
ら
聞
く
と
は
何
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
32
）
。
八
五
八
六
文
人
貴
族
と
市
聖
空
也
　
（
中
村
　
一
晴
）
こ
れ
は
一
例
で
あ
る
が
、
保
胤
の
書
い
た
も
の
も
一
例
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
代
に
知
識
結
縁
会
が
広
ま
り
、
貴
賤
上
下
を
問
わ
ず
に
多
数
の
人
々
が
参
集
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
空
也
の
影
響
で
念
仏
が
広
ま
っ
た
こ
と
は
、
為
憲
も
記
し
て
い
な
い
よ
う
に
、
実
際
に
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
保
胤
は
、
そ
う
し
た
現
状
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
。
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
序
に
、
自
分
は
幼
少
時
か
ら
念
仏
を
唱
え
て
お
こ
た
る
こ
と
が
無
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
通
り
の
半
生
が
、
念
仏
の
否
定
を
排
除
し
、
肯
定
さ
れ
た
念
仏
が
道
場
聚
落
に
広
ま
っ
て
い
た
と
い
う
、
事
実
と
は
異
な
っ
た
一
文
を
書
か
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
道
路
修
築
・
架
橋
は
記
し
な
が
ら
も
念
仏
に
よ
る
死
霊
鎮
送
は
記
さ
ず
、
藤
原
師
氏
が
没
し
た
際
に
閻
羅
王
宮
宛
て
に
書
簡
を
認
め
た
と
い
う
記
事
も
記
さ
な
か
っ
た
の
は
、
弥
陀
念
仏
を
極
楽
往
生
の
た
め
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
死
霊
鎮
送
の
た
め
の
も
の
と
し
て
忌
ん
で
い
た
多
数
派
の
「
小
人
愚
女
」
の
認
識
を
助
長
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
捏
造
に
近
い
意
図
的
な
改
変
は
、
勝
如
と
そ
れ
に
付
随
し
た
教
信
の
伝
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
話
で
は
、
無
言
の
行
を
行
っ
て
い
た
勝
尾
寺
の
僧
勝
如
が
、
生
前
は
念
仏
を
唱
え
続
け
て
い
た
の
で
、
阿
弥
陀
丸
と
あ
だ
名
さ
れ
て
い
た
妻
子
持
ち
の
沙
弥
教
信
の
往
生
を
知
り
、
志
を
変
え
て
「
聚
落
」
で
「
自
他
念
仏
」
し
た
末
、
極
楽
の
迎
え
を
待
っ
て
入
滅
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
話
は
三
善
為
康
が
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
上
に
収
録
し
て
い
る
が
、
拾
遺
と
名
付
け
な
が
ら
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
内
容
と
重
複
す
る
内
容
を
記
し
た
の
は
、
「
今
案
。
此
人
（
筆
者
注
・
勝
如
）
在
慶
家
往
生
伝
。
然
而
子
細
有
略
。
行
業
不
詳
。
故
尋
彼
本
伝
。
芟
繁
記
而
已
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
「
本
伝
」
を
略
し
た
と
は
い
え
、
か
な
り
長
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
自
他
念
仏
」
の
こ
と
は
見
え
て
お
ら
ず
、
大
乗
を
宣
説
し
、
知
識
を
相
唱
え
て
丈
六
の
阿
弥
陀
仏
九
体
を
図
絵
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
人
々
に
対
し
て
起
こ
し
た
行
動
は
、『
空
也
誄
』
の
空
也
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
、
保
胤
は
念
仏
に
拘
る
あ
ま
り
省
略
し
、「
自
他
念
仏
」
に
置
き
換
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
み
に
見
え
る
空
也
の
逸
話
と
し
て
、
金
を
懐
に
し
て
夜
道
を
帰
る
鍛
冶
工
が
盗
人
の
不
安
を
訴
え
た
の
で
、
念
仏
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、
「
心
竊
」
に
念
仏
を
唱
え
て
い
た
鍛
冶
工
の
姿
が
、
盗
人
の
目
に
は
空
也
に
見
え
た
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
空
也
が
他
者
に
念
仏
を
勧
め
た
例
と
な
る
が
、
こ
れ
は
現
世
に
お
い
て
二
十
五
菩
薩
の
守
護
が
得
ら
れ
る
と
い
う
信
仰
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
極
楽
往
生
と
は
直
接
の
関
係
が
な
い
（
33
）
。
そ
も
そ
も
、
普
段
か
ら
勧
め
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
改
め
て
教
え
る
必
要
も
な
か
ろ
う
。
そ
れ
に
、
こ
こ
で
い
う
「
念
仏
」
と
は
、
空
也
が
「
阿
弥
陀
聖
」
と
あ
だ
名
さ
れ
る
由
来
と
な
っ
た
称
名
念
仏
で
は
な
く
、「
心
竊
念
仏
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
観
想
念
仏
で
も
称
名
念
仏
で
も
無
い
の
で
あ
る
。
称
名
念
仏
で
す
ら
、
一
般
人
に
は
な
じ
み
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
鍛
冶
工
の
姿
が
空
也
に
見
え
た
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、
当
時
の
念
仏
を
唱
え
て
い
る
者
＝
空
也
と
い
う
認
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
話
は
空
也
自
身
を
神
格
化
し
た
霊
験
譚
で
あ
っ
て
、
念
仏
の
普
及
と
い
う
意
思
は
、
却
っ
て
見
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
空
也
が
「
阿
弥
陀
聖
」
と
、
教
信
が
「
阿
弥
陀
丸
」
と
あ
だ
名
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
は
ま
だ
常
日
頃
か
ら
念
仏
を
唱
え
続
け
て
い
た
者
が
少
な
く
、
そ
れ
が
目
立
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
念
仏
に
半
生
を
捧
げ
て
い
た
保
胤
は
、
そ
う
し
た
現
状
を
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
文
筆
の
世
界
の
中
で
「
挙
世
念
仏
為
事
」
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
宣
言
し
た
の
で
は
な
い
か
。
『
今
昔
物
語
集
』
は
、
保
胤
が
空
也
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
い
う
、
年
代
的
に
見
て
考
え
に
く
い
説
話
を
載
せ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
保
胤
は
、
念
仏
よ
り
も
知
識
を
募
っ
て
造
堂
を
行
う
僧
と
な
っ
て
い
た
（
34
）
。
『
打
聞
集
』
に
記
さ
れ
た
空
也
の
姿
も
、
余
慶
に
曲
が
っ
た
腕
を
直
し
て
も
ら
っ
た
礼
に
、
縄
・
瓜
皮
・
ほ
ぐ
の
三
人
の
聖
を
渡
し
た
と
い
う
も
の
で
、
後
半
で
は
『
空
也
誄
』
と
共
通
す
る
囚
人
の
た
め
の
石
卒
塔
婆
建
立
と
『
大
般
若
経
』
に
よ
る
知
識
結
縁
を
記
し
て
い
る
も
の
の
、
念
仏
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
余
慶
に
感
謝
し
た
空
也
が
涙
を
流
し
て
拝
す
る
な
ど
、
そ
の
人
物
造
詣
に
は
人
間
味
が
あ
り
、
後
半
の
内
容
か
ら
し
て
も
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
影
響
は
、
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
天
仁
三
年
（
一
一
一
〇
）
の
説
教
を
記
し
た
『
百
座
法
談
聞
書
抄
』
で
は
、
空
也
は
結
縁
の
寺
で
あ
っ
た
雲
林
院
に
住
み
、
卅
余
年
間
『
法
華
経
』
を
「
夜
る
ひ
る
」
読
ん
で
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
説
話
集
と
『
百
座
法
談
聞
書
抄
』
は
共
に
十
二
世
紀
前
半
の
成
立
と
見
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
第
三
五
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
ら
れ
る
が
、
真
福
寺
本
『
空
也
誄
』
が
書
写
さ
れ
た
の
は
天
治
二
年
（
一
一
二
五
）
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
こ
と
で
、
奥
書
に
「
愛
宕
護
山
東
面
月
輪
寺
毎
月
十
五
日
念
仏
、
上
人
被
始
也
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
頃
に
は
知
識
を
募
る
空
也
像
と
念
仏
を
広
め
た
空
也
像
が
混
在
し
て
い
た
ら
し
い
（
35
）
。
も
っ
と
も
、
十
五
日
だ
け
の
念
仏
と
い
う
の
は
時
間
が
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
勧
学
会
な
ど
と
同
様
、
念
仏
の
時
間
は
夜
間
に
限
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
影
響
を
直
接
受
け
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
知
識
結
縁
会
の
隆
盛
す
る
中
で
生
ま
れ
た
伝
承
で
は
な
い
か
。
社
会
的
弱
者
や
罪
人
と
い
っ
た
仏
法
の
救
済
か
ら
離
れ
て
い
た
人
々
の
救
済
を
強
調
し
た
『
空
也
誄
』
が
ほ
と
ん
ど
受
容
さ
れ
ず
、
真
福
寺
本
以
外
に
初
期
の
写
本
を
残
さ
な
か
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
念
仏
信
仰
が
広
ま
っ
た
時
代
に
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
空
也
像
は
受
容
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
『
発
心
集
』
や
『
古
今
著
聞
集
』
の
中
で
空
也
が
「
念
仏
の
祖
師
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
六
波
羅
蜜
寺
の
有
名
な
空
也
の
木
像
も
制
作
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
、
半
ば
保
胤
の
作
り
出
し
た
空
也
像
が
一
般
的
な
も
の
と
な
り
、
虚
構
が
事
実
を
抑
え
て
定
着
を
み
た
の
で
あ
っ
た
（
36
）
。
む
す
び
成
立
年
代
順
に
考
え
て
み
る
と
、
や
は
り
空
也
の
行
動
は
三
善
道
統
の
願
文
と
源
為
憲
の
誄
が
「
知
識
結
縁
」
の
中
心
と
い
う
点
で
一
致
し
て
お
り
、
史
書
の
記
述
も
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
を
出
典
と
明
記
し
て
い
る
『
扶
桑
略
記
』
巻
二
六
は
と
も
か
く
、『
日
本
紀
略
』
応
和
三
年
（
九
六
三
）
八
月
二
十
三
日
条
を
見
て
も
、
八
七
八
八
文
人
貴
族
と
市
聖
空
也
　
（
中
村
　
一
晴
）
今
の
よ
う
に
念
仏
中
心
の
人
物
像
を
形
成
し
て
は
い
な
い
。
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
空
也
伝
の
本
文
が
、『
空
也
誄
』
を
基
に
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
念
仏
信
仰
以
外
の
記
事
は
恣
意
的
に
削
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
か
ら
し
て
も
、「
念
仏
の
祖
師
」
と
し
て
の
空
也
像
は
あ
て
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
『
空
也
誄
』
か
ら
も
為
憲
の
志
向
が
読
み
取
れ
、
知
識
結
縁
の
供
養
を
行
う
以
前
の
経
歴
に
つ
い
て
は
疑
わ
し
い
点
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
念
仏
中
心
の
人
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
天
治
二
年
（
一
一
二
五
）
の
奥
書
を
持
つ
真
福
寺
本
以
外
に
古
い
写
本
が
現
存
し
て
い
な
い
『
空
也
誄
』
が
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
影
響
さ
れ
て
後
世
成
立
し
た
と
い
う
可
能
性
も
疑
え
な
く
は
な
い
が
、
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
に
薨
去
し
た
大
江
匡
房
が
「
空
也
聖
人
誄
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
こ
と
が
、『
江
談
抄
』
で
確
認
で
き
る
ほ
か
、
保
安
三
年
（
一
一
二
五
）
の
奥
書
を
持
ち
、『
空
也
誄
』
を
参
考
に
し
た
と
い
う
『
六
波
羅
蜜
寺
縁
起
』
が
ほ
ぼ
同
文
を
構
成
し
て
お
り
、
ま
た
『
三
宝
絵
』
な
ど
に
見
え
る
為
憲
の
思
想
と
共
通
す
る
土
俗
世
界
へ
の
関
心
が
見
え
て
い
る
た
め
、
為
憲
の
真
作
と
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
江
談
抄
』、『
六
波
羅
蜜
寺
縁
起
』、
真
福
寺
本
『
空
也
誄
』、『
打
聞
集
』、『
今
昔
物
語
集
』
が
世
に
出
た
十
二
世
紀
前
半
に
は
、
ま
だ
知
識
結
縁
の
中
心
と
し
て
の
像
が
生
き
て
い
た
空
也
伝
承
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
頃
に
は
、
念
仏
信
仰
の
隆
盛
に
よ
る
も
の
か
、「
念
仏
の
祖
師
」
と
し
て
崇
敬
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
次
第
に
そ
ち
ら
の
像
が
知
識
結
縁
の
中
心
と
い
う
像
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
〔
注
〕
（
１
）
小
原
仁
『
文
人
貴
族
の
系
譜
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）。
東
舘
紹
見
「
平
安
中
期
平
安
京
に
お
け
る
講
会
開
催
と
そ
の
意
義
―
応
和
三
年
の
二
つ
の
経
供
養
会
を
中
心
に
―
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
四
三
巻
二
号
、
二
〇
〇
一
年
）。
石
井
義
長
『
空
也
上
人
の
研
究
―
そ
の
行
業
と
思
想
―
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
二
年
）。
伊
藤
唯
真
編
『
浄
土
の
聖
者
、
空
也
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）。
今
堀
太
逸
「
空
也
、
六
波
羅
蜜
寺
の
信
仰
と
空
也
」（『
権
者
の
化
現
―
天
神
・
空
也
・
法
然
―
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）。
（
２
）
他
に
『
小
右
記
』
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
七
月
二
十
三
日
条
が
あ
り
、
空
也
入
室
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
い
う
義
観
阿
闍
梨
が
空
也
愛
用
の
「
金
鼓
」
と
「
錫
杖
」
を
授
け
ら
れ
た
藤
原
実
資
が
大
変
喜
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
部
分
的
な
記
事
で
あ
る
た
め
、
こ
の
件
に
つ
い
て
の
考
察
は
後
日
に
譲
り
た
い
。
（
３
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
三
・
四
〇
九
、
善
道
統
。『
善
秀
才
宅
詩
合
』。
（
４
）
小
原
仁
「
勧
学
会
結
衆
の
浄
土
教
信
仰
」（
前
掲
書
（
１
）
所
収
）。
小
林
盛
得
「
空
也
と
平
安
知
識
人
―
空
也
誄
と
日
本
往
生
極
楽
記
弘
也
伝
―
」（『
書
陵
部
紀
要
』
十
号
、
一
九
五
八
年
）。
な
お
、
後
述
す
る
小
原
氏
の
空
也
評
は
全
て
こ
こ
に
提
示
し
た
論
文
に
よ
る
。
（
５
）『
日
本
紀
略
』
応
和
三
年
八
月
二
十
三
日
条
は
、「
空
也
聖
人
於
鴨
川
原
供
養
金
字
大
般
若
経
。
道
俗
集
会
。
請
僧
六
百
口
。
自
内
給
所
銭
十
貫
文
。
左
大
臣
以
下
天
下
諸
人
結
縁
者
多
。
晝
講
経
王
。
夜
万
灯
会
」
と
記
し
て
お
り
、
講
経
と
万
灯
会
を
重
視
し
て
、
弥
陀
念
仏
に
触
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
編
纂
し
た
側
か
ら
す
れ
ば
、
弥
陀
念
仏
は
中
心
的
存
在
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
６
）
小
林
盛
得
「
六
波
羅
蜜
寺
創
建
考
」（『
日
本
歴
史
』
一
三
三
号
、
一
九
五
八
年
）。
（
７
）
藤
本
佳
男
「
慶
滋
保
胤
に
お
け
る
仏
教
信
仰
と
そ
の
思
想
―
特
に
保
胤
の
往
生
思
想
を
中
心
と
し
て
―
」（『
龍
谷
史
壇
』
七
七
号
、
一
九
七
九
年
）。
平
林
盛
得
『
良
源
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
。
（
８
）
東
館
前
掲
論
文
（
１
）
参
照
。
（
９
）
平
林
前
掲
書
（
７
）
及
び
小
原
仁
『
源
信
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
参
照
。
（
10
）
小
原
前
掲
論
文
（
３
）
は
、
空
也
に
よ
る
『
大
般
若
経
』
供
養
会
を
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
「
講
説
ま
た
は
転
読
と
念
仏
の
組
合
せ
を
昼
夜
に
配
当
」
し
た
「
当
時
の
一
般
的
な
や
り
方
」
の
法
会
の
形
式
を
反
映
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
（
11
）
薗
田
香
融
「
慶
滋
保
胤
と
そ
の
周
辺
―
浄
土
教
成
立
に
関
す
る
一
試
論
―
」（『
顕
真
学
苑
論
集
』
第
四
八
号
、
一
九
五
六
年
）、
後
に
『
源
信
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）
に
収
録
。
列
挙
し
た
法
会
は
、
東
舘
紹
見
「
天
暦
造
像
と
応
和
の
大
般
若
経
供
養
会
―
社
会
・
国
家
の
変
化
と
、
交
流
・
呼
応
の
場
と
し
て
の
講
会
の
創
始
―
」
（
伊
藤
唯
真
編
『
浄
土
の
聖
者
、
空
也
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
12
）
小
松
茂
美
『
藤
原
忠
通
筆
　
勧
学
会
記
』（
講
談
社
、
一
九
八
四
年
）。
黒
田
昭
雄
「
勧
学
会
記
に
つ
い
て
」（『
国
語
と
国
文
学
』
六
三
巻
六
号
、
一
九
八
六
年
。
後
『
勧
学
会
記
に
つ
い
て
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
に
収
録
）。
小
泉
弘
「
巻
九
第
十
四
話
「
勧
学
会
事
、
付
僧
俗
結
契
設
法
会
証
據
也
」（『
私
聚
百
因
縁
集
の
研
究
』
本
朝
篇
（
上
）、
和
泉
書
院
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。
奈
良
弘
元
「
勧
学
会
の
性
格
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』
四
五
号
、
一
九
七
四
年
）。『
三
宝
絵
』
僧
宝
部
、
三
月
に
も
「
比
叡
坂
本
勧
学
会
」
と
し
て
見
え
て
お
り
、
法
会
の
中
に
加
え
て
い
る
。
な
お
、
黒
田
氏
は
十
一
月
十
五
日
の
開
会
と
あ
る
の
は
、
九
月
十
五
日
の
誤
写
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
康
保
元
年
（
九
六
四
）
旧
暦
九
月
十
五
日
は
新
暦
十
月
二
十
二
日
に
相
当
し
、
本
文
中
に
「
当
日
之
期
山
雪
紛
々
」
と
あ
る
の
と
矛
盾
す
る
。
当
時
の
初
雪
が
旧
暦
十
一
月
に
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
講
談
社
学
術
文
庫
本
『
蜻
蛉
日
記
』
一
六
六
段
・
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
十
一
月
一
日
条
や
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
十
一
月
九
日
条
な
ど
に
見
え
て
お
り
、
山
間
部
の
も
の
と
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
第
三
五
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
し
て
も
早
過
ぎ
る
。
初
回
は
期
日
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
勧
学
会
と
い
う
名
称
も
、
詩
作
が
急
遽
決
定
し
た
た
め
に
『
新
楽
府
』
序
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
当
初
は
恒
例
行
事
と
す
る
予
定
す
ら
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
（
13
）『
本
朝
文
粋
』
巻
十
、
法
会
、
二
七
五
、
慶
保
胤
「
七
言
暮
春
於
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
聴
講
法
華
経
同
賦
一
称
南
無
仏
」。
六
波
羅
蜜
寺
は
空
也
が
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
九
月
十
一
日
に
没
し
た
後
、
中
信
が
入
っ
て
天
台
別
院
と
し
て
再
興
し
た
も
の
で
あ
り
、
定
例
行
事
化
し
た
結
縁
供
花
会
の
成
立
も
、
そ
れ
以
降
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
保
胤
が
出
家
し
た
寛
和
二
年
（
九
八
五
）
四
月
二
十
二
日
か
ら
遡
っ
て
四
年
以
内
に
成
立
し
た
詩
序
で
あ
ろ
う
。
天
元
五
年
（
九
八
二
）
に
成
立
し
た
「
池
亭
記
」
と
同
じ
「
身
暫
雖
在
柱
下
、
心
尚
如
住
山
中
」
と
い
う
文
句
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
三
善
為
康
は
『
六
波
羅
蜜
寺
縁
起
』
の
中
で
中
信
が
西
光
寺
に
来
た
年
を
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
保
胤
の
出
家
直
前
の
心
境
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
14
）
こ
の
時
唱
え
ら
れ
た
「
南
無
仏
」
が
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
で
あ
っ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。
な
お
、
花
を
持
ち
寄
る
こ
と
は
『
三
宝
絵
』
僧
宝
部
、
六
月
、
東
大
寺
千
花
会
に
見
え
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
過
去
の
女
性
の
美
し
い
容
貌
は
花
を
供
え
た
報
い
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
収
録
さ
れ
た
俗
人
の
女
性
の
往
生
人
が
、
弥
陀
念
仏
で
は
な
く
こ
う
し
た
供
え
物
に
よ
っ
て
往
生
し
て
い
る
点
か
ら
し
て
も
、
当
時
も
っ
と
も
一
般
的
・
日
常
的
な
結
縁
の
方
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
15
）
上
人
＝
非
官
僧
に
つ
い
て
は
、
日
本
思
想
大
系
本
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
注
に
よ
っ
た
。『
空
也
誄
』
・
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
全
て
空
也
を
「
上
人
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
七
言
暮
春
於
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
聴
講
法
華
経
同
賦
一
称
南
無
仏
」
は
「
夫
六
波
羅
蜜
寺
者
、
空
也
聖
者
権
輿
之
、
中
信
上
人
潤
色
焉
」
と
し
て
お
り
、
保
胤
は
「
聖
」
と
し
て
の
面
を
重
視
し
て
い
た
。
八
九
九
〇
文
人
貴
族
と
市
聖
空
也
　
（
中
村
　
一
晴
）
（
16
）
国
文
学
研
究
資
料
館
編
〈
真
福
寺
善
本
叢
刊
第
二
期
６
〉（
史
伝
部
２
）『
伝
記
験
記
集
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
四
年
所
収
の
本
文
及
び
山
崎
真
氏
の
解
題
を
参
照
し
た
。
ま
た
、『
空
也
誄
』
の
前
半
で
個
別
に
救
済
を
行
っ
て
い
た
空
也
の
像
と
、
曲
り
な
り
に
も
天
台
僧
と
し
て
『
大
般
若
経
』
供
養
会
を
執
り
行
っ
て
い
た
空
也
の
像
が
一
致
し
な
い
こ
と
、『
空
也
誄
』
に
は
念
仏
布
教
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
堀
前
掲
書
（
１
）
参
照
。
（
17
）『
水
言
鈔
』
三
一
、
類
聚
本
『
江
談
抄
』
第
六
―
四
三
。
本
文
及
び
段
分
け
は
、
江
談
抄
研
究
会
編
、
類
聚
本
系
・
古
本
系
『
江
談
抄
注
解
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
三
年
に
よ
っ
た
。
順
と
「
河
原
院
賦
」
に
つ
い
て
は
、
神
田
本
四
〇
、
類
聚
本
第
五
―
七
四
参
照
。
（
18
）
大
日
本
史
料
本
『
六
波
羅
蜜
寺
縁
起
』。『
朝
野
群
載
』
第
二
、
文
筆
中
、
伝
「
書
写
山
上
人
伝
」。『
世
俗
諺
文
』
巻
上
。『
法
華
験
記
』
巻
中
―
四
四
。「
書
写
山
上
人
伝
」
の
作
者
が
具
平
親
王
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
藤
昭
雄
「
性
空
」（
同
著
『
天
台
仏
教
と
平
安
朝
文
人
』
所
収
）
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
参
照
。
（
19
）
小
原
前
掲
書
（
３
）
所
収
「
大
江
匡
房
の
思
想
と
信
仰
」。
（
20
）
文
殊
信
仰
と
為
憲
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
今
堀
前
掲
書
（
１
）
参
照
。
名
畑
祟
「
空
也
の
浄
土
教
史
上
の
地
位
」（
伊
藤
唯
真
編
『
浄
土
の
聖
者
、
空
也
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、『
梵
網
経
』
と
文
殊
信
仰
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。
為
憲
は
文
殊
の
化
身
で
あ
っ
た
比
丘
に
限
ら
ず
、「
乞
食
比
丘
」
は
「
以
百
数
之
」
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
、「
乞
食
比
丘
」
へ
の
布
施
を
強
調
し
て
い
る
。
文
殊
が
「
穢
気
ナ
ル
女
」
・
「
子
」
・
「
一
ノ
犬
」
と
い
う
「
乞
食
比
丘
」
に
類
し
た
姿
で
出
現
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
九
―
二
参
照
。
ま
た
今
堀
前
掲
論
文
（
１
）
参
照
。『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
七
月
二
日
条
に
は
、
五
台
山
で
は
、
文
殊
の
化
身
か
も
し
れ
な
い
の
で
、「
分
外
」
に
食
事
を
多
く
求
め
る
貧
者
に
も
応
じ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
誄
の
「
乞
食
比
丘
」
の
原
型
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
文
殊
が
登
場
す
る
の
は
、『
三
宝
絵
』
に
も
二
度
引
用
さ
れ
て
い
る
『
心
地
観
経
』
報
恩
品
第
二
下
や
『
観
普
賢
行
法
経
』
の
中
で
文
殊
が
「
菩
薩
戒
」
の
戒
師
・
阿
闍
梨
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
奇
異
で
は
な
く
、
当
初
は
そ
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
為
憲
は
「
菩
薩
戒
」
を
誄
本
文
に
載
せ
ず
「
乞
食
」
の
信
仰
に
す
り
か
え
て
い
る
。
（
21
）
こ
の
話
の
冒
頭
に
は
「
昔
」
と
い
う
一
字
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
『
三
宝
絵
』
の
例
を
見
る
限
り
で
は
、
為
憲
は
時
代
を
語
る
冒
頭
に
「
昔
」
と
記
し
て
い
る
。
或
い
は
、
誄
の
制
作
に
あ
た
っ
て
、
当
初
は
こ
の
話
が
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
出
雲
路
修
校
注
、
東
洋
文
庫
本
『
三
宝
絵
』
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
所
収
「
解
説
」
参
照
。
（
22
）『
三
宝
絵
』
法
宝
部
、
一
六
「
吉
野
山
寺
僧
」。
肉
食
容
認
の
根
拠
と
な
り
う
る
経
典
の
引
用
は
、
馬
淵
和
夫
・
小
泉
弘
・
今
野
達
校
注
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
三
宝
絵
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
、
一
二
〇
頁
、
注
一
一
に
よ
る
。
僧
尼
令
は
、
三
綱
が
日
限
を
与
え
て
許
す
と
し
て
い
た
。
（
23
）
代
々
国
司
の
家
に
生
ま
れ
、
後
に
自
ら
も
良
吏
と
な
っ
た
為
憲
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
た
考
え
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
岡
田
希
雄
「
源
為
憲
伝
攷
」（『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
巻
一
号
所
収
）
一
九
四
二
年
参
照
。
（
24
）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
『
伊
勢
物
語
』
六
三
段
、「
つ
く
も
髪
」。
為
憲
の
作
り
物
語
へ
の
評
価
は
、
片
桐
洋
一
「
平
安
時
代
物
語
の
方
法
」（『
源
氏
物
語
以
前
』
所
収
）
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
一
年
参
照
。
交
接
を
要
求
し
た
病
女
の
正
体
を
狐
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
、
当
時
の
狐
は
『
新
猿
楽
記
』
に
も
「
伊
賀
専
女
」
の
名
で
見
え
て
い
る
通
り
、
色
事
の
神
と
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。『
伊
賀
専
女
』
と
い
う
題
名
の
作
り
物
語
が
あ
っ
た
こ
と
が
、『
三
宝
絵
』
序
に
見
え
て
お
り
、
為
憲
も
狐
に
対
す
る
こ
う
し
た
信
仰
は
知
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
植
木
朝
子
「『
新
猿
楽
記
』
の
右
衛
門
尉
の
愛
欲
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
六
九
号
一
二
号
）
至
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
参
照
。
（
25
）
速
水
侑
「
貴
族
社
会
と
浄
土
教
」（『
平
安
貴
族
社
会
と
仏
教
』
所
収
）
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
。
（
26
）『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
七
―
一
六
に
は
、
嵯
峨
天
皇
の
時
代
に
「
極
テ
悪
キ
辺
地
」
で
あ
っ
た
伊
豆
大
島
に
、「
地
蔵
菩
薩
ノ
本
誓
・
悲
願
」
に
基
づ
い
て
「
辺
地
・
下
賤
」
の
救
済
に
来
た
蔵
海
と
い
う
修
行
僧
が
登
場
す
る
が
、
彼
の
行
動
は
地
蔵
の
名
号
を
唱
え
、
地
蔵
の
形
像
を
背
負
う
と
い
う
も
の
で
、
沙
弥
廻
国
時
代
最
後
の
空
也
像
と
似
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
巻
八
に
は
、
錫
杖
を
振
り
、
地
蔵
の
名
号
を
唱
え
、
ま
た
口
に
「
宝
螺
」
を
吹
い
て
地
蔵
を
讃
え
て
い
た
陸
奥
国
小
松
寺
の
沙
弥
蔵
念
が
登
場
す
る
。
空
也
の
「
蛮
地
」
布
教
の
影
に
は
、
地
蔵
信
仰
の
影
響
が
あ
ろ
う
。
（
27
）
空
也
が
往
生
す
る
先
を
知
っ
た
の
は
、
称
名
念
仏
を
続
け
て
ず
い
ぶ
ん
経
っ
て
、
「
本
尊
阿
弥
陀
仏
」
を
始
め
て
祭
祀
し
た
時
の
こ
と
で
あ
り
、
為
憲
は
称
名
念
仏
よ
り
も
造
仏
と
そ
の
供
養
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
28
）
以
下
、
往
生
伝
の
本
文
は
全
て
日
本
思
想
大
系
本
に
よ
る
。
（
29
）
小
原
仁
「
往
生
伝
と
平
安
知
識
人
―
保
胤
と
匡
房
の
場
合
―
」（『
日
本
仏
教
』
三
五
号
）
一
九
七
三
年
（
30
）
千
観
の
没
年
は
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
掲
載
さ
れ
た
往
生
人
た
ち
の
中
で
も
下
っ
て
お
り
、
保
胤
の
出
家
後
に
挿
入
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
保
胤
は
出
家
後
も
官
人
時
代
の
意
識
を
持
ち
続
け
て
お
り
、
他
に
順
序
に
矛
盾
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
無
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
挿
入
す
る
際
に
も
序
列
は
意
識
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
小
原
前
掲
論
文
（
29
）
参
照
。
（
31
）『
枕
草
子
』「
仏
は
」
は
、
六
観
音
や
薬
師
を
記
す
が
、
阿
弥
陀
は
省
い
て
い
る
。
（
32
）
講
談
社
学
術
文
庫
本
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
八
段
。
（
33
）『
往
生
要
集
』
巻
上
は
、
こ
れ
ゆ
え
に
「
強
賊
」
を
恐
れ
る
心
配
が
な
い
と
し
て
い
る
。
（
34
）『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
九
―
三
。
な
お
、『
今
昔
物
語
集
』
は
阿
弥
陀
の
聖
を
二
箇
所
で
登
場
さ
せ
て
い
る
が
、
共
に
往
生
人
と
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
故
意
に
念
仏
色
の
あ
る
説
話
を
排
除
し
た
可
能
性
も
あ
る
。『
打
聞
集
』
二
六
「
公
野
聖
事
」。『
百
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
第
三
五
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
座
法
談
聞
書
抄
』
三
月
八
日
条
。
説
教
師
は
園
城
寺
の
香
雲
房
。
慨
当
箇
所
は
『
法
華
経
』
供
養
の
場
で
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
前
に
は
、「
念
仏
を
し
て
の
み
や
は
、
極
楽
に
は
む
ま
る
べ
き
」
と
い
う
台
詞
も
見
え
、『
法
華
経
』
の
面
を
強
調
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
空
也
の
実
像
を
伝
え
た
も
の
と
も
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
空
也
が
多
彩
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
念
仏
の
面
を
中
心
に
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
（
35
）『
河
海
抄
』
巻
一
九
、
東
屋
に
「
彼
山
縁
起
曰
」
と
し
て
類
似
の
伝
承
が
見
ら
れ
る
。
（
36
）『
空
也
誄
』
ば
か
り
で
は
な
く
、『
今
昔
物
語
集
』
も
『
打
聞
集
』
も
ほ
と
ん
ど
流
布
し
な
か
っ
た
。『
閑
居
友
』
上
一
四
が
空
也
の
石
卒
搭
婆
造
立
に
触
れ
て
念
仏
布
教
に
触
れ
な
い
最
後
の
例
で
あ
ろ
う
。『
発
心
集
』
な
ど
の
空
也
像
に
つ
い
て
は
、
今
堀
前
掲
論
文
（
16
）
参
照
。『
古
事
談
』
に
も
念
仏
布
教
を
行
う
空
也
と
和
泉
式
部
な
ど
の
説
話
が
見
え
て
い
る
。
な
お
、『
空
也
誄
』
分
析
の
際
に
四
類
型
に
分
か
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
人
の
所
行
を
モ
デ
ル
に
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
第
二
・
第
三
の
類
型
が
空
也
の
も
の
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
第
四
の
要
素
が
希
薄
な
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
（
な
か
む
ら
　
い
っ
せ
い
　
　
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）
（
指
導：
今
堀
　
太
逸
　
教
授
）
二
〇
〇
六
年
十
月
十
九
日
受
理
九
一

